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情報通信研究機構 （NICT）

旧CRL
新世代モバイル研究開発
プロジェクト

◆無線セキュリティ
プラットフォーム技術

◆メディアハンドオーバ技術
◆無線アクセス技術

旧TAO
◆超広帯域移動通信伝送技術
◆ソフトウェア無線技術

政府間協議

総務省が取り組む
研究開発プロジェクト 総務省

（研究開発・標準化・国
際的な協調体制の構築

等の全体管理）

各国の民間
標準化機関

各国の
政府機関

電波産業会
IMT-2000研究委員会

→ITU-R対応

標準化

モバイルＩＴフォーラム

産学官連携の推進役

研究開発の成果、調査結果を
検討に反映

第４世代モバイル部会

産業界

民間レベルの
国際的な連携

連携

国際標準化
の推進

研究開発の
推進

相互の
情報提供

国際機関：ITU
（国際電気通信連合）

新世代移動通信システムの研究体制新世代移動通信システムの研究体制

２００２～２００５年
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新世代モバイルのイメージ新世代モバイルのイメージ

多様な無線システムを意識せずにシームレスに利用できる

利用場所を意識せずに安心して情報をやり取りできる

Cellular phone network

Intelligent Transport 
Systems(ITS) network

Home network

Broadcasting networkWireless LAN network
Multimode 
terminal
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WirelessWireless--World Research ForumWorld Research Forumのビジョンのビジョン

PAN
Immediate Environment Instant Partners Radio Access

Interconnectivity

Cyberworld
Wireless World

From WWRF The Book of Visions 2001

MultiSphere Reference Model
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新世代モバイル研究開発プロジェクト新世代モバイル研究開発プロジェクト

高度なモバイルコマースに標準として採用されることを想
定し、端末に実装できる軽量で高度なセキュリティ能力を
持つ認証技術等を開発する。

アプリケーションに対応したサービス品質（ＱｏＳ）をどの
ネットワークでも保証するための異種ネットワークハンド
オーバ技術等を開発する。

広帯域なマクロセル通信技術（セルラー型 ～100 Mbit/s）、
無線アクセストラバース技術（ホットスポット型 ～1 Gbit/s、
ストリートセル型 ～ 150 km/h）、マルチシステム対応端末

技術を開発する。

モバイルネットワークG
（メディアハンドオーバ技術）

ワイヤレスアクセスG
（無線アクセス技術）

ワイヤレスアプリケーションG
（無線セキュリティプラットフォー

ム技術）

安達文幸（東北大）

プロジェクト推進室

統括リーダ
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YRP２番館

松下通工㈱

YRP１番館

富士通

設置エリア
（ＹＲＰ １番館駐車場／横須賀市

所有地）

設置エリア（横須賀
市道）

CRL

ローズテリア

7階制御施設（※）

3階制御施設

至 野比

監視カメ
ラ 監視カメ

ラ

20m

150m

バス通り

実験ハウス

YRP地区のNICTテストベッドネットワーク

Type 
Ａ

Type 
Ｂ

光ファイバー、電源ケーブル

ローズテリア
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新世代テストベッドシステム新世代テストベッドシステム ““MIRAI+MIRAI+””

InternetInternet

Mobile PAN

3G APsAdvanced WLAN APsBeyond 3G APs

SDR Terminals

Signaling Data

高速モバイルリング
SIMPLE

シームレスネットワークMIRAI

サービスモビリティ
CADS
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Collaboration with Asian countries and Collaboration with Asian countries and 
NICTNICT’’ss Asia Research CenterAsia Research Center

モ ン ゴ ル

タ イ

.

Singapore Wireless Communications 
Laboratory

Kingdom
of Thailand

Republic of
Singapore

Asia Research Center
Thai Computational Linguistics  Laboratory

YRC/NICT
China Japan

Korea
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モバイルネットワークの４ステップ
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どこでも無線どこでも無線LANLAN

Network
Infrastructure

WLAN

WLAN

家庭、職場での無線LANの普及

公衆無線LANサービスの出現

安価な通信インフラの可能性

インターネットのモバイル対応

無線LAN技術の継続的な進化

高速ハンドオフ，ローミング，レイヤ間連携，異種サービス事業者間
での垂直統合，自律分散型周波数割当機構，，，
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シームレス無線ネットワーキングシームレス無線ネットワーキング

Network
Infrastructure

B3G

3G

WLAN

WLAN

3GのオールIP化、IPベースのB3G

セルの極小化 ⇒ インフラコストの増大

適材適所で無線システムを選択・利用

例）普段はセルラー、あればWLAN

高速垂直ハンドオフ，低消費電力実現機構，プレゼンスサービス，ソ
フトウエア無線 ，，，
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サービス／デバイス連携サービス／デバイス連携

Network
Infrastructure

B3G

3G

WLAN

WLAN

身の回りに遍在するデバイスや機能をユーザ
要求に応じて適宜連携させ，多種多様な創造
的サービスを創出

サービスモビリティ，高速サービス／デバイ
ス発見機構，デバイス／サービス記述，コン
テキスト転送・交渉，セキュリティ，，，

身の回りのネットワーク機器
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実空間との融合実空間との融合

Network
Infrastructure

B3G

3G

WLAN

WLAN

物理世界と仮想世界の融合

物理環境も含むユーザのコンテキスト利用

NW環境、位置、嗜好、興味、行動

状況取得／記述／管理ミドルウエア，センサ
ネットワーク，アプリケーション，，，

センサー群
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主な研究の紹介
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分散型メトロエリア分散型メトロエリア
高速モバイルネットワーク高速モバイルネットワーク

ターゲット：メトロエリア

通信トラヒックは都市部に集中

想定ユーザ数： 100万以上／ネットワーク

想定トラヒック： 1G～10Gbps／ネットワーク

特徴

ボトルネックの生じにくいフラットなリングトポロ

ジーの採用

ARPに依存しないフレーム配送によるGWの処理負

荷の軽減

IP準拠で個別の無線アクセス方式や物理ネットワー

クには依存しない構造
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binding list

CN
IPx

MNa IPa
MNb IPb

IPx IPa

MNc

(IPa, MACa)
MNaMNb

(IPb, MACb)

(IPc, MACc)

access 
network

mobility 
management

LUD
FWD

IPx IPa LUD
FWD

LUD
FWD

LUD
FWDLMA3

LMA2 LMA1

LMA4

LUD
FWD

Internet

GW

分散型メトロエリア分散型メトロエリア
高速モバイルネットワーク高速モバイルネットワーク

MACa
MACb

FWD: Forwarding
LUD: LookUp & Deliver LMA: Local Mobility Agent
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シームレスネット基盤シームレスネット基盤MIRAIMIRAIのコンセプトのコンセプト

「データ」パスと「制御」パスを分離

独立したセキュアな制御パスの利点

移動通信に必要な制御情報を一元
的に提供可能

信頼できる制御パスを軸とした認
証，無線システムの発見・選択，
シームレスハンドオーバなどが可
能

常時接続された制御パスで最低限
のサービスを提供し，必要に応じ
て他のネットワーク（データパ
ス）を利用することで消費電力の
低減が可能

Network
Infrastructure

B3G

3G

WLAN

WLANMIRAI
Agent

MIRAI
Agent

ProfileProfile

PolicyPolicy

PresencePresence

Basic access signaling (BAS)
over basic access network (BAN)

-RAN 
discovery

-Paging
-AAA, etc

Correspondent
Node

A user with a 
multi-service 
user terminal 
(MUT)
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異なるネット
ワーク間のハ
ンドオーバが

できる

コンテキスト適応コンテキスト適応シームレスシームレスサービスサービス

インターネットインターネット

無線B

ユーザAの
ホームネットワーク

ユーザBの
ホームネットワーク

無線C

無線A
無線E

無線F

無線D

メインウィンドウ 自分の
ネットワーク状態

相手の
ネットワーク状態

相手のプレゼンス

ネットワーク状態
-hot: 利用可能
-cold: 利用不可
-BAN: 制御回線
-RAN: データ回線

通話ボタン
- ビデオ通話
- 音声通話
- メッセージ録音

ネットワークが提供する機能
-統合制御
-モバイルIP
-SIPプロキシ

統合制御パス

データパス

端末 A

端末 B

相手の状況・ネッ
トワーク状態に

よってアプリケー
ションが変わる
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コンテキスト情報の処理手順コンテキスト情報の処理手順

斜体はコンテキストの具体例

I: 利用可能帯域

J: 利用可能アプリ

D: NW優先順位

C: 各NW状態

A: 位置

＋
B: 搭載NW-I/F

＋
K: 各無線エリア

E: プレゼンス

＋
F: 通信状態

＋
G: 端末能力

＋
H: 搭載アプリ

J: 利用可能アプリ

起動するアプリケーション

非通信中

ビデオ・音声
電話可能

ビデオ電話,
音声電話

オンライン

WLAN, 3G

WLAN:利用可能, 
3G:利用不可

1: 3G, 2: WLAN
WLAN (10Mbps)

ビデオ電話, 音声電話

ユーザA

ユーザB

音声電話

音声電話

(1)

(2)

(3)

(4)

論理積(AND)

周期的なNW-I/F
スキャン

オプション

斜体はコンテキストの具体例

I: 利用可能帯域

J: 利用可能アプリ

D: NW優先順位

C: 各NW状態

A: 位置

＋
B: 搭載NW-I/F

＋
K: 各無線エリア

E: プレゼンス

＋
F: 通信状態

＋
G: 端末能力

＋
H: 搭載アプリ

J: 利用可能アプリ

起動するアプリケーション

非通信中

ビデオ・音声
電話可能

ビデオ電話,
音声電話

オンライン

WLAN, 3G

WLAN:利用可能, 
3G:利用不可

1: 3G, 2: WLAN
WLAN (10Mbps)

ビデオ電話, 音声電話

ユーザA

ユーザB

音声電話

音声電話

(1)

(2)

(3)

(4)

論理積(AND)

周期的なNW-I/F
スキャン

オプション
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サービスモビリティサービスモビリティ

移動中は携帯端末を使用

PCにハンドオフして
高画質テレビ電話

視聴中ビデオを自宅テレビ
に即座にハンドオーバ

ノートPCと連携

プレゼン用ディスプレ
イにハンドオーバ
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サービスサービスモビリティプロキシモビリティプロキシ

手順

近隣デバイス発見・ハンドオーバ先デバイスの指定

交渉・転送

サービスモビリティプロキシ

機器に応じたトランスコーディング

あらゆるアプリに対応

単機能ネットデバイス（ネット

スピーカ）にも対応

ネットワークデバイス
－ ネットスピーカ －

CN
Service mobility
proxy

User terminal

Search, discovery, and authentication of 
nearby services

ロケーションに基づく
ハンドオフ
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13512351 + 192.168.24.1

device User
(2)リプライ

Device ID + Access Pointer

Access Pointerのかわりに簡単な情
報を送信することも可能

(1)クエリの送
信

IP, Bluetooth or something

U1U1

U1

13512745 + 142.148.62.9

(3)デバイスの利用

UU11

--高速な実空間デバイス検索チップ高速な実空間デバイス検索チップ--

周辺デバイスの高速な発見がサービスへ
の第一歩

特徴

発見・検索に特化

特定のデバイス種を指定した検索

モバイル環境に適した省電力性を保持

Hardware Architecture
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スマートスペーススマートスペース

RFID Readers

WLAN AP

RFID
Readers

Location and
Communication
Manager

Context-aware Services

Floor sensors

Scheduler Server

User Terminal (PDA)

Floor Sensor 
Server

Smart Space

Sensors

Zoom in
The floor map

位置情報ミドルウェア
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屋内インフラ屋内インフラ

RFID – Spider (active) 

Bluetooth 位置センサ

WiFi AP

フロアセンサ

RFID coverage
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ソフトウェア無線プロトタイプソフトウェア無線プロトタイプ

Consists of general-purpose 
FPGA, CPU, and RF boards

Software modules for W-
CDMA and IEEE802.11a are 
prepared

Layer 1-3 for both systems 
are completely implemented 

SDR can communicate with 
W-CDMA BTS and access 
point for wireless LAN

Communication systems can 
be changed manually or 
automatically
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新世代移動通信のアクセス新世代移動通信のアクセス
システムのターゲットシステムのターゲット

1000



26Emergency Access

Wide-area Mobile Access
/Cellular Phone

Broadcasting
/News Gathering

Wide-area
Broadband Access

Inter-platform
Optical LinkMultibeam/Smart

Antennas

Radiolocation

Surveillance

~20km Remote Sensing

Wireless System Using Wireless System Using 
Stratospheric Platforms (HAPS)Stratospheric Platforms (HAPS)


